
食物栄養学科
■教育目標
食物栄養学科は、ライフステージに則した健康管理のための栄養・調理の知識、技術を修得し、少子高齢社会において即戦力となって活躍できる栄養士を育てます。さらに、柔軟な思考と行動をもって、多岐にわたる職種にも対応で
きるよう、活力溢れる心温かい人材を育てます。

■基礎分野
【知識】
国際化、情報化に対応できる社会常識と幅広い教養を身
につけることができる。
【技術】
コミュニケーション能力、表現力、及び情報処理技術を修
得できる。

■社会生活と健康・人体の構造と機能
【知識】
からだの仕組みと病気の原因、健康と社会・自然環境を理
解できる。
【技術】
人体の構造の観察、生理機能の測定、栄養成分の働きの
解析ができる。

■栄養と健康
【知識】
ライフステージにおける望ましい栄養、栄養素の働き、栄
養士の役割、食育の重要性を理解できる。
【技術】
保健食・治療食の献立作成と実践ができる。

■食品と衛生
【知識】
食品の種類と食品成分、食品の安全性、自然環境と食品
を理解できる。
【技術】
食品の加工 ,食品分析 ,食品鑑別 ,食品衛生管理ができる。

■栄養の指導・給食の運営
【知識】
おいしい料理を作るための、調理と給食の知識を修得でき
る。
【技術】
調理技術の修得と大量調理の実践ができる。

■キャリア形成科目
【基本的態度】３つの基本的態度を身につけることができ
る。/向上の意欲とたゆまざる努力/協調性と責任ある行動
力/社会人としてのマナーと思いやりの心
■資格支援科目
他科目の修得と併せて、フードスペシャリスト資格を取得
できる。

解剖生理学実験生理学

栄養生化学
病理学基礎生化学

運動生理学
解剖学

栄養・生化学実験

臨床栄養学概論

臨床栄養学実習

基礎栄養学
応用栄養学

食品学

食品材料学

食品衛生学

食品学基礎実験 食品学実験

食品衛生学実験

食品加工学実習

食事摂取基準・献立論

栄養学実習Ⅰ
栄養学実習Ⅱ

栄養指導論Ⅰ 栄養指導論Ⅱ

栄養指導論基礎実習 栄養指導論実習

公衆栄養学概論

調理学

入門調理学実習 基礎調理学実習 応用調理学実習Ⅰ 応用調理学実習Ⅱ

給食計画・実務論

実用情報処理・実習

給食管理実習（校内）

給食管理実習（校外） 調理・実践栄養実習

栄養士基礎講座 栄養士総合講座 食物栄養学演習 栄養士特論

フードコーディネイト論
食料経済

フードスペシャリスト論

大学基礎演習

生物学
数学

色彩の科学

短期大学部教養講座
コミュニケーション論

セミナー セミナー

卒業必修 栄養士必修

英語（基礎）
英語コミュニケーション入門

実用栄養英語
英語コミュニケーション 英語（TOEIC）
英語・海外研修

環境衛生学 保健福祉概論

世界の食と文化

心理学

芸術の世界

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

〇〇〇〇 〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇

博多の食と文化

法学
コミュニケーション論

心理学
哲学

情報科学
入門情報処理・実習
健康とスポーツ

中村学

〔2019年度以降入学生適用〕
Division of Food and Nutrition
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2

�
�
�
�
�
�
�
����必
修
科
目
及
び
各
分
野
の
指
定
単
位
数
の
ほ
か
、
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
3
単
位
以
上
修
得
����
�
�
�
�

�
必
修
科
目
22
単
位
及
び
選
択
科
目
か
ら
30
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�○講2応 用 栄 養 学

健
康

栄
養
と

専

門

分

野

22○講2基 礎 栄 養 学
1○実1食 品 衛 生 学 実 験

食
品
と
衛
生

1○実1食 品 加 工 学 実 習
11○実1食 品 学 実 験

1○実1食 品 学 基 礎 実 験
22○講2食 品 衛 生 学
22○講2食 品 材 料 学
22○講2食 品 学

1○実1解 剖 生 理 学 実 験

人
体
の
構
造
と
機
能

四半期科目（後半）1○講1病 理 学
四半期科目（前半）1○講1運 動 生 理 学

2○講2基 礎 生 化 学
2○講2解 剖 学
2○講2生 理 学
2○講2保 健 福 祉 概 論

と
健
康

社
会
生
活

2○講2環 境 衛 生 学

�
必
修
科
目
1
単
位
及
び
選
択

科
目
か
ら
1
単
位
以
上
修
得
�○演1実 用 栄 養 英 語

英
語
科
目

基

礎

分

野

集中講義○○○○演2英 語 ・ 海 外 研 修
＊演1英 語 （ TOEIC ）

○演1英語コミュニケーション
○演1英語コミュニケーション入門
○演1英 語 （ 基 礎 ）

�
�
必
修
科
目
1
単
位
及
び
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上
修
得
�
�○○講2色 彩 の 科 学

教
養
基
礎
科
目

○○講2芸 術 の 世 界
○○講2世 界 の 食 と 文 化

四半期科目○○講1博 多 の 食 と 文 化
四半期科目○○講1中 村 学
四半期科目閉講講1短期大学部教養講座
※1○○演2セ ミ ナ ー

○演1健 康 と ス ポ ー ツ
○講実1入門情報処理・実習

○○講2数 学
○○講2情 報 科 学

○○講2生 物 学
○○講2コミュニケーション論
○○講2法 学
○○講2哲 学

○○○○講2心 理 学
○演1大 学 基 礎 演 習

備 考Ｆ
・
Ｓ

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

自
由

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

必修の欄に数字がある科目は
卒業のために必要です。

卒業するために2年
間で必要な単位数で
す。

免許・資格を取得するために2年間で
必要な単位数です。数字が書いてある
科目は、必ず必要な科目です。

その他の注意
事項が書いて
あります。

「教養基礎科目」の選択から4
単位以上修得してください。
4単位を超えて修得した場合は、
「さらに3単位以上修得」の方
にカウントできます。

年次別開講科目表の見方（食物栄養学科）

“運動生理学”は選択科
目ですが、栄養士免許を
取得するために必要！

“食品学実験”は栄養士
免許・フードスペシャリ
スト資格を取得するため
に必要！

（注）Ｆ・Ｓ：フードスペシャリスト
＊：認定科目
※1 履修する場合、前学期又は後学期のいずれかを選択

「教養基礎科目」の選択から4
単位以上修得してください。
4単位を超えて修得した場合は、
「さらに3単位以上修得」の方
にカウントできます。
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年 次 別 開 講 科 目 表
学則の別表にもとづく各年次別の開講科目表は次のとおりです。
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�
�
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�
����必
修
科
目
及
び
各
分
野
の
指
定
単
位
数
の
ほ
か
、
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
3
単
位
以
上
修
得
����
�
�
�
�

�
必
修
科
目
22
単
位
及
び
選
択
科
目
か
ら
30
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�

○講2応 用 栄 養 学
健
康

栄
養
と

専

門

分

野

22○講2基 礎 栄 養 学
1○実1食 品 衛 生 学 実 験

食
品
と
衛
生

1○実1食 品 加 工 学 実 習
11○実1食 品 学 実 験

1○実1食 品 学 基 礎 実 験
22○講2食 品 衛 生 学
22○講2食 品 材 料 学
22○講2食 品 学

1○実1解 剖 生 理 学 実 験

人
体
の
構
造
と
機
能

四半期科目（後半）1○講1病 理 学
四半期科目（前半）1○講1運 動 生 理 学

2○講2基 礎 生 化 学
2○講2解 剖 学
2○講2生 理 学
2○講2保 健 福 祉 概 論

と
健
康

社
会
生
活

2○講2環 境 衛 生 学

�
必
修
科
目
1
単
位
及
び
選
択

科
目
か
ら
1
単
位
以
上
修
得
�○演1実 用 栄 養 英 語

英
語
科
目

基

礎

分

野

集中講義○○○○演2英 語 ・ 海 外 研 修
＊演1英 語 （ TOEIC ）

○演1英語コミュニケーション
○演1英語コミュニケーション入門
○演1英 語 （ 基 礎 ）

�
�
必
修
科
目
1
単
位
及
び
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上
修
得
�
�○○講2色 彩 の 科 学

教
養
基
礎
科
目

○○講2芸 術 の 世 界
○○講2世 界 の 食 と 文 化

四半期科目○○講1博 多 の 食 と 文 化
四半期科目○○講1中 村 学
四半期科目閉講講1短期大学部教養講座
※1○○演2セ ミ ナ ー

○演1健 康 と ス ポ ー ツ
○講実1入門情報処理・実習

○○講2数 学
○○講2情 報 科 学

○○講2生 物 学
○○講2コミュニケーション論
○○講2法 学
○○講2哲 学

○○○○講2心 理 学
○演1大 学 基 礎 演 習

備 考Ｆ
・
Ｓ

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

自
由

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

20Ｆ
19Ｆ授業科目及び単位数（2019年度以降入学生に適用）

（注）Ｆ・Ｓ：フードスペシャリスト
＊：認定科目
※1 履修する場合、前学期又は後学期のいずれかを選択
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2350
62

－－
104

合 計
35957524

○演1食 物 栄 養 学 演 習

複
合
分
野

2○講2フードコーディネイト論
2○講2フードスペシャリスト論
1

�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
各
分
野
の
指
定
単
位
数
の
ほ
か
、基
礎
分
野
お
よ
び
専
門
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
3
単
位
以
上
修
得
�
�

��
�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
22
単
位
及
び
選
択
科
目
か
ら
30
単
位
以
上
修
得
���
�
�
�
�
�
�

○講実1実用情報処理・実習

給
食
の
運
営

専

門

分

野

学外実習1○実1給食管理実習（校外）
1○実1給食管理実習（校内）
1○実1調理・実践栄養実習

閉講＊実1特 別 調 理 実 習 �
閉講＊実1特 別 調 理 実 習 �

1○実1応用調理学実習�
11○実1応用調理学実習�

1○実1基 礎 調 理 学 実 習
○実1入 門 調 理 学 実 習

22○講2調 理 学
2○講2食 料 経 済

2○講2給食計画・実務論
○演1栄 養 士 特 論

栄
養
の
指
導

四半期科目○演1栄 養 士 総 合 講 座
四半期科目○演1栄 養 士 基 礎 講 座

1○実1栄 養 指 導 論 実 習
○実1栄養指導論基礎実習

2○講2公 衆 栄 養 学 概 論
2○講2栄 養 指 導 論 �
2○講2栄 養 指 導 論 �

2○演2食事摂取基準・献立論

栄
養
と
健
康

1○実1臨 床 栄 養 学 実 習
1○実1栄養・生化学実験
1○実1栄 養 学 実 習 �
1○実1栄 養 学 実 習 �
2○講2臨 床 栄 養 学 概 論
2○講2栄 養 生 化 学

備 考Ｆ
・
Ｓ

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

自
由

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

（注）自由科目の単位数は、卒業に必要な単位数の対象にはなりません。
＊：認定科目

20Ｆ
19Ｆ
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○講2教 育 原 理

幼
児
保
育
学
科

2
0
2
0
年
度
他
学
科
履
修
科
目

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

参加条件付き 台湾、韓国での研修集中演各1海 外 研 修 Ⅲ ・ Ⅳ
○演1ビジネス・イングリッシュ

○○演1トラベル・イングリッシュ
○演1イングリッシュフォーライフ

○○演1Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ Ⅱ
○演1Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ Ⅰ

○○演1英 語 Ⅱ
○演1デ ー タ 活 用 演 習
○演1文 書 作 成 演 習
○○講2観 光 ビ ジ ネ ス
○○講1フ ー ド ビ ジ ネ ス
○○講1ファッションビジネス
○講2会 社 と 法 律

○講2日 本 経 済
○講2マ ー ケ テ ィ ン グ
○講2キャリアとワークライフバランス

○講2生 活 と 福 祉
○講2生 活 と 消 費
○講2インテリアコーディネート
○○実1生涯スポーツ実習

食物栄養学科
1．授業科目のうち、基礎分野（教
養基礎科目）に係る選択科目とす
る。

2．在学中に履修できる他学科履修
科目（キャリア開発学科開講及び
幼児保育学科開講）の単位数は、
通算6単位以内とする。

3．他学科履修科目を履修希望でき
る学生は、1学期以上在学し、1
年次後学期履修登録時は累積15単
位以上、2年次前学期履修登録時
は累積30単位以上、2年次後学期
履修登録時は累積45単位以上修得
している者とする。

○講2経 済 学

備 考
後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
開
講
学
科

系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数

他学科履修科目一覧表
食物栄養学科学生が受講できるキャリア開発学科・幼児保育学科の科目

※他学科履修科目の履修については、当該学科の受講者数や他学科履修希望者過多により、希望に添えない場合もあります。

―24―



１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

キャリア形成演習Ⅲ
キャリアとワークライフバランス

リーダーシップ論

哲学哲学
心理学心理学心理学

コミュニケーション基礎

日本経済
経営学経済学

マーケティング
会社と法律

韓国語基礎

コミュニケーション応用
心理学

おもてなし研修
インターンシップⅡ

インターンシップⅡ

フィールドワークⅠ
フィールドワークⅡ

キャリア形成演習Ⅱキャリア形成演習Ⅰビジネス研究基礎

基礎簿記
ビジネス会計Ⅰ
文書作成演習
データ活用演習

コンピューター基礎演習Ａ
コンピューター基礎演習Ｂ

実用簿記

サービスマネジメント
オフィスマネジメント

国際文化論 国際関係論
英語Ⅱ

ＴＯＥＩＣⅡ
トラベル･イングリッシュ

中国語基礎
海外研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

ビジネス実務文書

ファッションビジネス
フードビジネス
観光ビジネス 金融ビジネス

ビジネス会計Ⅱ

ビジネス･イングリッシュイングリッシュ フォー ライフ
ＴＯＥＩＣⅠ

プレゼンテーション演習

ビジネス研究基礎

キャリア形成演習Ⅲキャリア形成演習Ⅱキャリア形成演習Ⅰ
インターンシップⅠ

ゼミナールⅢゼミナールⅡゼミナールⅠ
インターンシップⅠ

英語Ⅰ

1．意義ある自己のライフスタイルを考えるとともに、社会生活
を広い視野から捉え、自己啓発・自己形成に能動的に取り組
む態度を身に付けている。

2．自己の置かれた立場と役割を把握し、TPOに応じた立ち
居振る舞いや目標達成に向けて進むべき方向を示すことが
できる。

3．多様な価値観の存在、複雑な現代社会を理解し、家庭・
職場・地域社会において、人間関係を円滑に営なむための
柔軟性と調和のとれた態度を身に付けている。

1．社会、経済、およびビジネスの基本を理解し、情報処理、
ICTを含むビジネス実務に関する知識・技能を修得している。

2．地域社会や日本についてはもとより、外国文化や国際情
勢を理解し、英語を中心とした語学力を修得している。

キャリア開発学科 〔2017年度以降入学生適用〕
Division of Career Development■教育目標

“キャリア”とは、働く場あるいは生活する場でのさまざまな関わりの中で、自己の価値を形成し、それぞれの場で生かすための努力過程である。
このようなキャリア形成に絶えず努め、それぞれの場において貢献し得る、人間性豊かな人材を養成する。

必修科目 選択必修科目〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇
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インテリアコーディネート

生活と環境

哲学
心理学
法学

情報科学
文学
社会学

国際文化論
経済学

芸術の世界
心理学
生物学
数学

色彩の科学
歴史学

ボランティア論
世界の教育

短期大学部教養講座
生涯スポーツ実習

おもてなし研修

哲学
心理学

コミュニケーション応用

芸術の世界
心理学
生物学
数学

色彩の科学
歴史学

ボランティア論
世界の教育

生活と消費
育児と看護

キャリアとワークライフバランス

生活経営

介護の基本
生活と福祉

時事教養

キャリア形成演習Ⅰ キャリア形成演習Ⅱ キャリア形成演習Ⅲ

インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

カラーコーディネート

大学基礎演習

食育と調理Ⅱ食育と調理Ⅰ

ゼミナールⅠ
インターンシップⅠ

インターンシップⅡ
海外研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

フィールドワークⅠ
フィールドワークⅡ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ

3．家族、家庭の衣食住、家庭経営の基本を理解し、それに
関する知識・技能を修得している。

4．社会・人文・自然科学など幅広い教養とマナー、コミュニ
ケーション能力を身に付けている。

1．学修した社会やビジネスに関する知識や技能、英語を中
心とした語学力、家庭生活に関する知識や技能、そして身に
つけた教養やコミュニケーション能力を活かして、自ら課題を
発見し、能動的に取り組み解決することで、家庭・職場・地域
社会における活動を、効率的かつ豊かにすすめることができ
る。

法学
情報科学
文学
社会学
国際文化論
経済学

Ｎａｋａｍｕｒａ　Ｓｔｙｌｅ
健康･スポーツ科学演習
コミュニケーション基礎

―
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�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ら
に
〔
基
盤
分
野
〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
分
野
及
び
そ
の
他
〕
の
全
体
か
ら
15
単
位
以
上
修
得（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
10
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�○講2生 活 と 福 祉

家
政
分
野

○講2キャリアとワークライフバランス
○講2介 護 の 基 本

○講2育 児 と 看 護
○講2生 活 と 消 費
○講2生 活 経 営
○講2生 活 と 環 境
○講2インテリアコーディネート

○講・実2食 育 と 調 理 Ⅱ
○講・実2食 育 と 調 理 Ⅰ

○演1カラーコーディネート

�
�
�
�
�
�
�
�
�8
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
��○実1生 涯 ス ポ ー ツ 実 習

教

養

分

野

○演1健康・スポーツ科学演習
○演1N a k a m u r a S t y l e
○講2経 済 学

○○講2世 界 の 教 育
○○講2国 際 文 化 論
○○講2社 会 学

○○講2ボ ラ ン テ ィ ア 論
○○講2歴 史 学

○○講2文 学
○○講2色 彩 の 科 学
○○講2数 学

○○講2情 報 科 学
○○講2生 物 学

○○講2法 学
○○講2芸 術 の 世 界
○○○○講2心 理 学

○○講2哲 学
2○○実2イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ

基

盤

分

野

1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅲ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅱ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅰ
1○演1ビ ジ ネ ス 研 究 基 礎
1○演1英 語 Ⅰ

�
�
1
��○演1デ ー タ 活 用 演 習

○演1コンピューター基礎演習Ｂ

�
�
1
��○演1文 書 作 成 演 習

○演1コンピューター基礎演習Ａ

�
�2
��○講2ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅰ

四半期科目（前半）（週2回開講）��
�
�
�
�
�
�
�

両
方
受
講
可

選択必修

選択必修

選択必修

○講2基 礎 簿 記
2○講2時 事 教 養
1○演1大 学 基 礎 演 習

備 考
条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数

必修の欄に数字がある
科目は卒業のために必
要です。

卒業するために2年間
で必要な単位数です。

修得単位は教養分野にカウントされます。

年次別開講科目表の見方（キャリア開発学科）

その他の注意
事項が書いて
あります。

※ 大学開講の教養科目を単位互換科目として履修可能（Ｐ．35参照）

「教養分野」から8単位
以上修得してください。
8単位を超えて修得した
場合は、「さらに15単位
以上修得」の方にカウン
トできます。※
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�
さ
ら
に
〔
基
盤
分
野
〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
分
野
及
び
そ
の
他
〕
の
全
体
か
ら
15
単
位
以
上
修
得（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
10
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�○講2生 活 と 福 祉

家
政
分
野

○講2キャリアとワークライフバランス
○講2介 護 の 基 本

○講2育 児 と 看 護
○講2生 活 と 消 費
○講2生 活 経 営
○講2生 活 と 環 境
○講2インテリアコーディネート

○講・実2食 育 と 調 理 Ⅱ
○講・実2食 育 と 調 理 Ⅰ

○演1カラーコーディネート

�
�
�
�
�
�
�
�
�8
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
��○実1生 涯 ス ポ ー ツ 実 習

教

養

分

野

※
○演1健康・スポーツ科学演習
○演1N a k a m u r a S t y l e
○講2経 済 学

○○講2世 界 の 教 育
○○講2国 際 文 化 論
○○講2社 会 学

○○講2ボ ラ ン テ ィ ア 論
○○講2歴 史 学

○○講2文 学
○○講2色 彩 の 科 学
○○講2数 学

○○講2情 報 科 学
○○講2生 物 学

○○講2法 学
○○講2芸 術 の 世 界
○○○○講2心 理 学

○○講2哲 学
2○○実2イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ

基

盤

分

野

1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
1○演1ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅲ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅱ
1○演1キ ャ リ ア 形 成 演 習 Ⅰ
1○演1ビ ジ ネ ス 研 究 基 礎
1○演1英 語 Ⅰ

�
�
1
��○演1デ ー タ 活 用 演 習

○演1コンピューター基礎演習Ｂ

�
�
1
��○演1文 書 作 成 演 習

○演1コンピューター基礎演習Ａ

�
�2
��○講2ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅰ

四半期科目（前半）（週2回開講）��
�
�
�
�
�
�
�

両
方
受
講
可

選択必修

選択必修

選択必修

○講2基 礎 簿 記
2○講2時 事 教 養
1○演1大 学 基 礎 演 習

備 考
条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数

20Ｈ
19Ｈ授業科目及び単位数（2018年度以降入学生に適用）

※大学開講の教養科目を単位互換科目として履修可能（Ｐ．35参照）

年 次 別 開 講 科 目 表
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62－－4913合 計

※授業として開講する科目
ではなく、公的資格取得
者からの申出により単位
を認定する

�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
〔
基
盤
分
野
〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
分
野
及
び
そ
の
他
〕
の
全
体
か
ら
15
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�※演1特 殊 演 習 Ⅲ

そ
の
他

※演1特 殊 演 習 Ⅱ
※演1特 殊 演 習 Ⅰ
＊＊＊＊演1フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅱ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
分
野

�
�

�
�

�
＊体験活動による認定科目＊＊＊＊演1フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅰ

＊演1お も て な し 研 修
○○○○演1海 外 研 修 Ⅳ
○○○○演1海 外 研 修 Ⅲ

�
�
�

�
�

�
�

○○○○演1海 外 研 修 Ⅱ
海外研修Ⅰ～Ⅳ
集中講義
※参加条件有り
詳細は別途説明会に
て確認すること

○○○○演1海 外 研 修 Ⅰ
＊体験活動による認定科目＊＊＊実2イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ

�
�
	4
単
位
以
上
修
得
�
	�○演1韓 国 語 基 礎

語

学

分

野 ○演1中 国 語 基 礎
○演1ビジネス・イングリッシュ

○演1トラベル・イングリッシュ
○演1イングリッシュフォーライフ

○演1T O E I C Ⅱ
○演1T O E I C Ⅰ

○演1英 語 Ⅱ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	8
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
	�○講2金 融 ビ ジ ネ ス

ビ

ジ

ネ

ス

分

野

○講2観 光 ビ ジ ネ ス
○講1フ ー ド ビ ジ ネ ス
○講1ファッションビジネス

○演1プレゼンテーション演習
○演1ビ ジ ネ ス 実 務 文 書

○講2リ ー ダ ー シ ッ プ 論
○演1コミュニケーション応用

○演1コミュニケーション基礎
○講2ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅱ

四半期科目（後半）（週2回開講）○講2実 用 簿 記
○演1オフィスマネジメント
○演1サービスマネジメント

○講2会 社 と 法 律
○講2マ ー ケ テ ィ ン グ

○講2経 営 学
○講2国 際 関 係 論

○講2日 本 経 済

備 考
条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数

キャリア開発学科学生が受講できる大学教養科目
キャリア開発学科学生が受講できる流通科学部流通科学科の科目
Ｐ．35参照

単位互換科目一覧表

キャリア開発学科学生が受講できる食物栄養学科・幼児保育学科の科目
Ｐ．36参照

他学科履修科目一覧表

20Ｈ
19Ｈ
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○演1ア ド バ ン ス ト 簿 記 Ⅱ

2
0
2
0
年
度
単
位
互
換
科
目

○演1ア ド バ ン ス ト 簿 記 Ⅰ

○講2小 売 マ ー ケ テ ィ ン グ

○講2マ ク ロ 経 済 学

キャリア開発学科
1．授業科目のうち、［基盤分野～
フィールドワーク分野及びその
他］の全体に係る選択科目とす
る。ただし、各分野指定の単位
には含めない。

2．在学中に履修できる単位数は、
通算6単位以内とする。

3．単位互換科目を履修希望でき
る学生は、1学期以上在学し、
1年次後学期履修登録時は累積
15単位以上、2年次前学期履修
登録時は累積30単位以上、2年
次後学期履修登録時は累積45単
位以上修得している者とする。

○○講2ミ ク ロ 経 済 学

備 考
後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数
キャリア開発学科学生が受講できる流通科学部流通科学科の科目

※単位互換科目の履修については当該学部の受講者数や単位互換希望者過多により、希望に添えない場合もあります。

○講2体 の 科 学

2
0
2
0
年
度
単
位
互
換
科
目

○○講2食 の 科 学
○講2環 境 論

○講2地 学
○講2化 学
○講2統 計 学 入 門

○○講2社 会 福 祉 と ボ ラ ン テ ィ ア
○演2野 外 活 動 体 験

○○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○講2現 代 社 会 と 政 治

閉 講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○講2マ ス コ ミ 論
○講2知 的 財 産 論
○講2金 融 リ テ ラ シ ー

○○講2九 州 経 済 事 情
○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○講2博 多 学

○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○講2ア ジ ア 食 文 化 事 情

○講2食 の 博 多 学
○講2メ ン タ ル ヘ ル ス 論
閉 講講2ス ポ ー ツ 文 化
○講2音 楽 の 世 界
○講2宗 教 学
○講2倫 理 学
○講2神 話 の 世 界

○○講2外 国 文 学
キャリア開発学科
1．授業科目のうち教養分野に係
る選択科目とする。

2．単位互換科目を履修希望でき
る学生は、1学期以上在学し、
1年次後学期履修登録時は累積
15単位以上、2年次前学期履修
登録時は累積30単位以上、2年
次後学期履修登録時は累積45単
位以上修得している者とする。

○講2中 村 学

備 考
後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数
キャリア開発学科学生が受講できる大学教養科目
単位互換科目一覧表

※単位互換科目の履修については受講者数や単位互換希望者過多により、希望に添えない場合もあります。
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○講2教 育 原 理

幼
児
保
育
学
科

2
0
2
0
年
度
他
学
科
履
修
科
目

○講2調 理 学

食
物
栄
養
学
科

○○講2給 食 計 画 ・ 実 務 論

○○講2公 衆 栄 養 学 概 論

○○講2栄 養 指 導 論 Ⅰ

○演2食事摂取基準・献立論

○講2応 用 栄 養 学

キャリア開発学科
1．授業科目のうち、［基盤分野
～フィールドワーク分野及び
その他］の全体に係る選択科目
とする。ただし、各分野指定
の単位には含めない。

2．在学中に履修できる単位互
換科目（流通科学部開講）及
び他学科履修科目（食物栄養
学科開講及び幼児保育学科開
講）の単位数は、通算6単位
以内とする。

3．他学科履修科目を履修希望
できる学生は、1学期以上在
学し、1年次後学期履修登録
時は累積15単位以上、2年次
前学期履修登録時は累積30単
位以上、2年次後学期履修登
録時は累積45単位以上修得し
ている者とする。

○講2基 礎 栄 養 学

備 考
後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
開
講
学
科

系

列
2年次1年次

開 講 年 次単位数

他学科履修科目一覧表
キャリア開発学科学生が受講できる食物栄養学科・幼児保育学科の科目

※1 四半期科目（前半）、※2 四半期科目（後半）
※他学科履修科目の履修については、当該学科の受講者数や他学科履修希望者過多により、希望に添えない場合もあります。
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（19C・20C）
■教育目標
　幼児保育に関する幅広い専門性、豊かな人間性、そして自ら学ぶ力を備え、教育・福祉の場で活躍できる実践力ある保育者を養成します。

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

卒業必修 （幼・保）必修 （幼・保）選択

（保）必修 （保）選択

（幼）必修 （幼）選択

■すべての教育目標に該当

■幼児保育に関する知識・技術・態度を養う
幼児教育の本質、目標、制度について理解できる

乳幼児の心と体について理解できる

乳幼児の心と体について理解できる。
（副：保育内容・福祉について理解できる）

保育内容について理解できる

保育所実習指導A 保育所実習A

保育所実習B

保育所実習指導B

施設実習指導

幼稚園教育実習指導

幼稚園教育実習

教職入門

保育原理A

教育社会学

保育原理B

発達心理学A 発達と学習の心理学 発達心理学B 臨床心理学

教育相談支援 子ども家庭支援論

子ども家庭支援の心理学

子どもの食と栄養A

子どもの食と栄養B

子どもの保健 子どもの健康と安全

乳児保育A

障害児保育A

特別支援教育基礎

乳児保育B

国語表現法

数学概論

生活概論

保育内容人間関係

保育内容環境

教育課程総論

保育内容総論

保育内容健康

保育内容言葉

幼児と運動

児童文化

体育

施設実習

保育・教職実践演習（幼稚園）

障害児保育B

幼児保育基礎セミナー 幼児保育基礎演習

教育原理

幼児保育学科  

幼児指導方法論

〔2019度以降入学生適用〕
Division of Early Childhood Care and Education
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保育内容について理解できる。
（副：自己を見つめ、主体的に自己を表現できる。）

保育内容について理解できる。
（副：自らの問題を発見、分析し、意欲をもって解決
する能力を身につけることができる。）

福祉について理解できる。
（副：いのちの尊さを知り、高い情操を身につけることが
できる。）

■豊な人間性を形成するための知識・技術・態度を養う
豊かな教養を身につけ、社会性を高めることができる。

豊かな教養を身につけ、社会性を高めることができる。
（副：自らの問題を発見、分析し、意欲をもって解決
する能力を身につけることができる。）

■自ら学ぶための知識・技術・態度を養う。
自らの問題を発見、分析し、意欲をもって解決
する能力を身につけることができる
（副：豊かな教養を身につけ、社会性を高めることができ
る。）

自らの問題を発見、分析し、意欲をもって解決
する能力を身につけることができる
（副：いのちの尊さを知り、高い情操を身につけることが
できる。）

音楽Ⅰ器楽 音楽Ⅱ器楽

音楽Ⅰ声楽 音楽Ⅱ声楽

器楽

社会福祉子ども家庭福祉

社会的養護Ⅰ 社会的養護Ⅱ

哲学
文学
社会学
心理学
法学

情報科学
国際文化論

海外研修

コミュニケーション論

日本国憲法

英語コミュニケーションB 英会話

情報処理A

健康・スポーツ科学A

情報処理B

健康・スポーツ科学B

人権教育

保育内容表現造形A 保育内容表現造形B

保育内容表現音楽A 保育内容表現音楽B

造形

博多の食と文化

歴史学
ボランティア論

生物学
心理学
数学

芸術の世界
色彩の科学
世界の教育

世界の食と文化
短期大学部教養講座中村学

哲学
文学
社会学
心理学
法学

情報科学
国際文化論

コミュニケーション論
博多の食と文化

歴史学
ボランティア論

生物学
心理学
数学

芸術の世界
色彩の科学
世界の教育

世界の食と文化
中村学

英語コミュニケーションA

造形基礎

基礎器楽

基礎声楽

―
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イ

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
か
ら
36
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○講2生 活 概 論

保

育

基

礎

分

野

イ○講2数 学 概 論
イ○講2国 語 表 現 法

1○演1幼 児 と 運 動
1○演1造 形 基 礎

○演1基 礎 声 楽
○演1基 礎 器 楽

2○講2子 ど も 家 庭 福 祉
2ア○講2発 達 心 理 学 Ａ

2○講2幼 児 指 導 方 法 論
1○演1保 育 内 容 総 論
22○講2教 育 原 理
2○講2保 育 原 理 Ａ
22○講2教 育 課 程 総 論
22○講2教 職 入 門

○演2海 外 研 修

教

養

分

野

四半期科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�閉講講1短 期 大 学 部 教 養 講 座

1
単
位
以
上

修
得○演1英 会 話

○演1英語コミュニケーションＢ
四半期科目○○講1中 村 学
四半期科目○○講1博 多 の 食 と 文 化

○○講2世 界 の 食 と 文 化
○○講2コミュニケーション論
○○講2国 際 文 化 論

○○講2世 界 の 教 育
○○講2色 彩 の 科 学
○○講2芸 術 の 世 界

○○講2情 報 科 学
○○講2数 学
○○講2生 物 学

○○講2法 学
○○○○講2心 理 学

○○講2社 会 学
○○講2ボ ラ ン テ ィ ア 論
○○講2歴 史 学

○○講2文 学
○○講2哲 学
○演2幼 児 保 育 演 習

基
盤

分

野
○演1幼児保育基礎セミナー

11○講・実1健康・スポーツ科学Ｂ
11○講・実1健康・スポーツ科学Ａ

2○講2日 本 国 憲 法
22○講2人 権 教 育

1○演1英語コミュニケーションＡ
1○演1情 報 処 理 Ｂ
1○演1情 報 処 理 Ａ

備 考
選択必修

幼
二
種

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
保育士2年次1年次

免許・資格単位開講年次単位数

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
保
育
士
資
格
取
得
希
望
者
は
Ａ
の
い
ず
れ
か
1
科
目
以
上
、
Ｂ
か
ら
6
単
位
以
上
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

○
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
取
得
希
望
者
は
、
ア
の
い
ず
れ
か
1
科
目
以
上
、
イ
か
ら
4
単
位
以
上
を
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

必修の欄に数字がある科目は
卒業のために必要です。

卒業するために2年間で
必要な単位数です。

免許・資格を取得するために2年
間で必要な単位数です。
数字が書いてある科目は、必ず修
得しなければいけない科目です。

「教養分野」から6単位以上必要！！
6単位のうち「英語コミュニケーションＢ」
「英会話」から1単位以上必要！

“教職入門”は幼・保の免許を
取得するために必要！

必修科目とは別に免許・
資格取得に必要な科目の
説明が書いてあります。

年次別開講科目表の見方（幼児保育学科）
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イ

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
か
ら
36
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○講2生 活 概 論

保

育

基

礎

分

野

イ○講2数 学 概 論
イ○講2国 語 表 現 法

1○演1幼 児 と 運 動
1○演1造 形 基 礎

○演1基 礎 声 楽
○演1基 礎 器 楽

2○講2子 ど も 家 庭 福 祉
2ア○講2発 達 心 理 学 Ａ

2○講2幼 児 指 導 方 法 論
1○演1保 育 内 容 総 論
22○講2教 育 原 理
2○講2保 育 原 理 Ａ
22○講2教 育 課 程 総 論
22○講2教 職 入 門

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○演2海 外 研 修

教

養

分

野

四半期科目閉講講1短 期 大 学 部 教 養 講 座

1
単
位
以
上

修
得

1
単
位
以
上

修
得○演1英 会 話

○演1英語コミュニケーションＢ
四半期科目○○講1中 村 学
四半期科目○○講1博 多 の 食 と 文 化

○○講2世 界 の 食 と 文 化
○○講2コミュニケーション論
○○講2国 際 文 化 論

○○講2世 界 の 教 育
○○講2色 彩 の 科 学
○○講2芸 術 の 世 界

○○講2情 報 科 学
○○講2数 学
○○講2生 物 学

○○講2法 学
○○○○講2心 理 学

○○講2社 会 学
○○講2ボ ラ ン テ ィ ア 論
○○講2歴 史 学

○○講2文 学
○○講2哲 学
○演2幼 児 保 育 演 習

基

盤

分

野
○演1幼児保育基礎セミナー

11○講・実1健康・スポーツ科学Ｂ
11○講・実1健康・スポーツ科学Ａ

2○講2日 本 国 憲 法
22○講2人 権 教 育

1○演1英語コミュニケーションＡ
1○演1情 報 処 理 Ｂ
1○演1情 報 処 理 Ａ

備 考
選択必修

幼
二
種

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
保育士2年次1年次

免許・資格単位開講年次単位数

20Ｃ
19Ｃ授業科目及び単位数（2019年度以降入学生に適用）

年 次 別 開 講 科 目 表

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
保
育
士
資
格
取
得
希
望
者
は
Ａ
の
い
ず
れ
か
1
科
目
以
上
、
Ｂ
か
ら
6
単
位
以
上
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

○
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
取
得
希
望
者
は
、
ア
の
い
ず
れ
か
1
科
目
以
上
、
イ
か
ら
4
単
位
以
上
を
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。
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12604462－－
141

合 計
12120

四半期科目（前期・後期）1

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
選
択
科
目
か
ら
36
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○演1幼 稚 園 教 育 実 習 指 導

実

習

分

野
学外実習4○実4幼 稚 園 教 育 実 習

1○演1施 設 実 習 指 導
学外実習2○実2施 設 実 習

1○演1保 育 所 実 習 指 導 Ｂ
学外実習2○実2保 育 所 実 習 Ｂ

1○演1保 育 所 実 習 指 導 Ａ
学外実習2○実2保 育 所 実 習 Ａ

22○演2保育・教職実践演習（幼稚園）

保

育

応

用

・

実

践

分

野

Ｂイ○演1体 育
Ｂイ○演1造 形
Ｂ○演1器 楽
Ｂ○演1音 楽 Ⅱ 声 楽
Ｂ○演1音 楽 Ⅱ 器 楽
Ｂイ○演1音 楽 Ⅰ 声 楽
Ｂイ○演1音 楽 Ⅰ 器 楽
Ｂ○演2児 童 文 化

22○演2教 育 相 談 支 援
四半期科目1○講1特 別 支 援 教 育 基 礎

1○演1障 害 児 保 育 Ｂ
1○演1障 害 児 保 育 Ａ
1○演1子 ど も の 健 康 と 安 全
1○演1乳 児 保 育 Ｂ
2○講2乳 児 保 育 Ａ
11○演1保 育 内 容 表 現 造 形 Ｂ
Ａ1○演1保 育 内 容 表 現 造 形 Ａ
11○演1保 育 内 容 表 現 音 楽 Ｂ
Ａ1○演1保 育 内 容 表 現 音 楽 Ａ
11○演1保 育 内 容 言 葉
11○演1保 育 内 容 環 境
11○演1保 育 内 容 人 間 関 係
11○演1保 育 内 容 健 康
1○演1子 ど も の 食 と 栄 養 Ｂ
1○演1子 ど も の 食 と 栄 養 Ａ
2○講2子 ど も の 保 健
2○講2子ども家庭支援の心理学

履修制限：60名Ｂ○演2臨 床 心 理 学
Ｂ○演2発 達 心 理 学 Ｂ

2ア○演2発 達 と 学 習 の 心 理 学
Ｂ○講2保 育 原 理 Ｂ

2○講2教 育 社 会 学
2○講2子 ど も 家 庭 支 援 論
1○演1社 会 的 養 護 Ⅱ
2○講2社 会 的 養 護 Ⅰ
2○講2社 会 福 祉

備 考
選択必修

幼
二
種

条

件

卒
業
の後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
保育士2年次1年次

免許・資格単位開講年次単位数

20Ｃ
19Ｃ
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他学科履修科目一覧表
幼児保育学科学生（19Ｃ・20Ｃ）が受講できる食物栄養学科・キャリア開発学科の科目

参加条件付き 台湾、韓国での研修集中演各1海 外 研 修 Ⅲ ・ Ⅳ

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

2
0
2
0
年
度
他
学
科
履
修
科
目

○○演1トラベル・イングリッシュ
○演1デ ー タ 活 用 演 習
○演1文 書 作 成 演 習
○○講2観 光 ビ ジ ネ ス
○○講1フ ー ド ビ ジ ネ ス
○○講1ファッションビジネス
○講2会 社 と 法 律

○講2日 本 経 済
○講2マ ー ケ テ ィ ン グ
○講2キャリアとワークライフバランス
○講2生 活 と 消 費
○講2インテリアコーディネート

○講2経 済 学
○講2調 理 学

食
物
栄
養
学
科 ○○講2給 食 計 画 ・ 実 務 論

○○講2公 衆 栄 養 学 概 論
○演2食事摂取基準・献立論

○講2応 用 栄 養 学
幼児保育学科
1．授業科目のうち、教養分野
に係る選択科目とする。ただ
し、保育士資格取得のための
単位には算入できない。

2．在学中に履修できる他学科
履修科目（食物栄養学科開講
及びキャリア開発学科開講）
の単位数は、通算6単位以内
とする。

3．他学科履修科目を履修希望
できる学生は、1学期以上在
学し、1年次後学期履修登録
時は累積20単位以上、2年次
前学期履修登録時は累積40単
位以上、2年次後学期履修登
録時は累積60単位以上修得し
ている者とする。

○講2基 礎 栄 養 学

備 考
後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
開
講
学
科

系
列 2年次1年次

受講可能年次単位数
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幼
児
保
育
学
科


